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第 2号

　
　
　
　
　
　

新
年
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
健
や
か
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、
最

大
震
度
７
の
揺
れ
を
観
測
し
、
多
数
の
人
的
、
住
家
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
県
内
で
も
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
想

定
さ
れ
ま
す
。
地
域
も
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
想
像
を
は
る
か
に
上
回
る
速
さ
で
社
会
環
境
が
変

化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
の
も
と

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
も
っ
と
」
を
設
立
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
み
ん
な
が
つ
な
が
る

笑
顔
の
ま
つ
も
と
」
で
す
。

　

今
後
は
地
区
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、

持
続
可
能
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
も
っ
と
」
づ
く

り
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
、
誰
も
が
社
会
の
一
員
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
支
え
合
う
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

ま
つ
も
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　

長　
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康

防
災
安
全
部
会　

～
自
分
の
気
付
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
を
助
け
ら
れ
る
～

防
災
士
会
の
取
り
組
み
は

　

６
月
５
日
（
水
）　

竹
田
支
援
学
校
の
防
災
訓
練
に

参
加
、
防
災
士
が
学
生
達
の
避
難
テ
ン
ト
設
営
を
補
助

し
、
避
難
場
所
で
あ
る
南
部
小
学
校
体
育
館
ま
で
の
道

中
を
見
守
っ
た
。

　

６
月
23
日
（
日
）
下
矢
倉
自
治
会
の
避
難
訓
練
に
参

加
、
避
難
所
ま
で
の
経
路
を
確
認
す
る
な
ど
災
害
対
策

の
意
識
を
高
め
た
。

　

11
月
28
日
（
木
）
南
部
小
学

校
の
火
災
訓
練
に
参
加
、
生
徒

の
見
守
り
活
動
と
消
火
器
取
り

扱
い
の
補
助
に
当
た
っ
た
。

　

12
月
８
日
（
日
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
大
分
県
防
災
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
清
松
幸
生
氏
を
講
師
に

招
き
、
防
災
講
演
会
を
実
施
し

た
。

交
通
安
全
委
員
の
取
り
組
み
は

(1)
毎
月
20
日
の
交
通
安
全
推
進

日
に
、
国
道
君
ヶ
園
交
差
点
で
立
番
を
実
施
し
て
、
通

学
す
る
小
・
中
学
生
の
見
守
り
と
、
通
行
す
る
車
両
の

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
た
。

(2)
交
通
安
全
協
会
竹
田
支
部

の
取
組
み
と
し
て
月
別
に
行

わ
れ
る
行
事
に
参
加
し
た
。

お
お
い
た
夏
の
事
故
ゼ
ロ

運
動(

７
月
12
日
～
18
日)

、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

(

９
月
21
日
～
30
日)

、
お
お

い
た
冬
の
事
故
ゼ
ロ
運
動(

12
月
11
日
～
17
日)

を
実
施
。

写
真
は
冬
の
事
故
ゼ
ロ
運
動
で
配
布
す
る
啓
発
用
の
餅

作
り
を
し
て
い
る
女
性
会
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

福
祉
部
会
の
活
動
報
告

１
、
健
寿
会
（
敬
老
会
）

　

９
月
16
日(

日)

、
竹
田
南
部
中
学
校
の
体
育
館

で
健
寿
会
（
敬
老
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
二
四

名
（
敬
老
者
40
名
、
ス
タ
ッ
フ
他
84
名
）
が
参
加
し
ま

し
た
。
。
敬
老
者
の
方
は
、
受

付
の
後
、
健
康
相
談
を
し
た
り

ご
近
所
さ
ん
と
お
話
を
し
た
り

し
て
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
稲
葉
学

園
高
等
学
校
の
神
楽
同
好
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
神
楽
、
竹
田

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
寸
劇
「
元
気
し
ち
ょ
る
か
え
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
っ
て
み
よ
う　

み
ま
も
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

声
か
け
～
」
、
警
察
署
有
志
の　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
に
よ
る
「
オ
レ
オ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

詐
欺
防
止
」
の
劇
が
上
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
、
参
加
者
の
笑
い
声
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞
か
れ
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
後
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

                   

で
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。



〇
稲
刈
り
体
験
交
流
会

　

10
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
部

「
ス
ポ
ー
ツ
・
交
流
部
会
」

２
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ま
つ
も
っ
と
健
康
福
祉
の
集
い

　

11
月
30
日
（
土
）
、
健
康
福
祉
の
集
い
と
し
て
史
跡

め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

53
名
。
少
し
肌
寒
い
お
天
気
で
し
た
が
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
元
気
に
農
協
跡
地
を
ス
タ
ー
ト
。
不
動
様
、
岩

瀬
天
満
社
、
柱
立
神
社
、
十
六
羅
漢
と
巡
り
、
農
協
跡

地
に
ゴ
ー
ル
。
講
師
の
衛
藤
頼
光
氏
か
ら
各
史
跡
の
謂

わ
れ
等
を
伺
い
学
習
し
な
が
ら
、
１
時
間
30
分
ほ
ど
の

心
地
よ
い
散
策
で
し
た
。
途
中
、
発
掘
現
場
の
見
学
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
農
協
跡
地
で
お

楽
し
み
抽
選
会
を
行
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

３
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

12
月
１
日
（
日
）
、
１
回
目
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
し
た
。
各
地
区
の
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

方
と
80
歳
以
上
の
ご
夫
婦
２
人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
、

希
望
者
の
皆
さ
ん
（
88
名
）
に
各
地
区
の
福
祉
委
員
が

お
届
け
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
喜
ん
で
受
け
取
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
２
回
目
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
１
月
26
日

（
日
）
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。　
　
　
　
　
　

〇
第
35
回
メ
ン
ヒ
ル
の
里
お
こ
し
弓
ま
つ
り
大
会

　

10
月
27
日
（
日
）
森
八
幡
社
で
第
35
回
メ
ン
ヒ
ル
の

里
お
こ
し
弓
ま
つ
り
大
会
を
開
催
し
、
団
体
戦
、
個
人

戦
（
大
人
・
子
ど
も
）
を
行
い
ま
し
た
。
約
百
二
十
名

が
来
場
し
、
大
い
に
賑
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
竹
田
高
校
弓
道
部
の
皆
さ
ん
に
も
初
め
て

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

〇
県
立
竹
田
支
援
学
校
と
の
地
域
の
協
力
に
よ
る
清
掃

　
作
業
の
開
催
に
つ
い
て

　

11
月
20
日
（
水
）
、
支
援
学
校
高
等
部
生
徒
７
人
が

柱
立
神
社
境
内
周
辺
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
地

元
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
も
っ
と
」
も
協
力
し
て
、
境

内
周
辺
の
落
ち
葉
な
ど
を
清
掃
し
ま
し
た
。
学
校
が
あ

る
地
域
で
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
地
域
の
人
と
触
れ
合

い
、
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

〇
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会
出
場

　

11
月
24
日
（
日
）
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会
へ
松
本
チ

ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
昨
年
は
選
手
が
揃
わ
ず
無
念

の
欠
場
で
し
た
が
、
今
年
は
地
域
の
応
援
が
届
き
Ⅽ
部

優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
選
手
の
頑
張
り
に
感
謝

で
す
。

会
主
催
の
稲
刈
り
体
験
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

松
本
地
区
に
移
住
し
て
き
た
人
も
参
加
し
て
、
南
部

小
学
生
及
び
保
護
者
が

20
名
参
加
し
て
稲
刈
り

や
掛
け
干
し
体
験
を
楽

し
み
ま
し
た
。


